










はじめに 

 生後間もない新生児にとって,ビタミン Kの唯一の供給源は,摂取乳汁中に含まれるビタ

ミン Kのみであると思われる。また新生児ビタミンK欠乏性出血症は母乳栄養児に好発す

ることが古くから報告されており,母乳栄養は本症のリスクファクターの 1つである。この

原因として,母乳中のビタミン K 含量は人工乳と比較して低値であることが報告されてい

る。さらに,分娩直後は母乳の分泌が不十分であることが多く,このため人工栄養児に比べ

て,母乳栄養児は生後早期の哺乳量が少ないことも原因の１つに指摘されている。しかし哺

乳量とビタミン K欠乏に関する詳細な報告は少い。これらについて検討することを目的と

して,児のビタミン K欠乏状態のマーカーとして,PIVKA－Ⅱ(protein induced by vitamin  

K absence or antagonist-Ⅱ)を測定し,かつ児の生後早期の哺乳量を観察した。 


